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

■工　事　名　称：名城大学天白キャンパス（仮称）全学共用棟新築他工事
■工　事　場　所：名古屋市天白区塩釜口１－
■建　築　主：学校法人名城大学
■設計・監理：株式会社内藤建築事務所
■施　　　工：株式会社熊谷組名古屋支店
■延　床　面　積：，．㎡
■構造・階数：全学共用棟ＲＣ一部Ｓ造地下１階地上３階建て、クラブ

ハウス棟ＲＣ造５階建て
■工　　　期：年８月～年１月末

写真・ロゴマーク提供：名城大学、熊谷組

ライオンズ　コモンズ

挑戦と創造の新拠点
「LIONS ARENA」誕生

　年に名城大学は開学周年を迎えます。そ
の節目に誕生した開学周年記念アリーナはLIO
NS ARENA（ライオンズ　アリーナ）と命名され、
今後年に向けた、教育・研究・地域連携の新た
な拠点と位置付けられています。
　コンセプトは「ONE ARENA, Many Stages－
創造型実学を体現する空間」。授業やクラブ活動は
もちろん、式典、学会、地域交流イベントにいたる
まで、多様な活動が交差するこの空間には、本学が
将来ビジョンとして掲げる創造型実学の精神を体現
する工夫が随所に込められています。用途に応じて
自在に変化し得る、無限の可能性を秘めた空間設計
は、「使い方はアイデア次第」という理念を形にし
たものです。
　現在、本学は学部、学科、９大学院研究科を
擁し、学生・院生数は約１万人で、創設以来の
卒業生も万人を超え、中部地区最大規模の私立総
合大学に成長しています。このLIONS ARENAが、
学生・教職員・地域が集い、学び、挑戦し、創造す
る、次の年へ向けた本学の新たな原動力になる
と期待しています。

クラブハウス棟とアスレチックガーデン（手前）

　名城大学天白キャンパスに誕生する「LI
ONS ARENA」は、年に迎える開学
周年の新たなシンボルです。体育の授業や
クラブ・サークル活動、入学式・卒業式な
どの式典まで、全学の活動を支える新たな
拠点となります。
　最大の特徴は、キャンパスの歴史を刻ん
できたクスノキなどの既存樹木を活かした
「名城の森」や「アスレチックガーデン」
です。正門から続く緑のキャンパス軸と一
体化させ、本部棟前広場と連動した豊かな
屋外交流スペースを創出しました。
　設計面では、天白キャンパス特有の高低
差を巧みに利用し、低層に抑えた建物デザ
インとステップ状の「グリーンテラス」に
より、正門アプローチの緑の丘と調和する、
圧迫感の少ないたたずまいを実現していま
す。あわせて、正門からの来客動線、学生

の日常動線、クラブハウス棟との動線を整
理し、利便性の高い「立体的なトリプルア
プローチ」を構築しました。
　施設には、公式規格のハンドボール・バ
レーボールコートを確保したメインアリー
ナのほか、観覧席、フレックスハブ、マル
チナ道場（柔道・剣道）、M-FIT・L-BAS
E（トレーニング室）などを配置。競技か
ら式典行事まで、幅広い用途に対応します。
　スポーツの躍動や大学祭の活気、そして
式典の静寂。日常と非日常が交差するこの
場所が、多様な活動を包み込む「全学の拠
点」となり、学生たちの笑顔と活気が絶え
ず循環し続けることを願っています。
　このLIONS ARENAが、次の年へ向
かう、新たな挑戦のステージとなることを
信じて。

　株式会社内藤建築事務所　渡邊　篤

マルチナ道場（板） フレックスハブ東

マルチナ道場（畳） M-FIT（トレーニング室）

エントランスホール

安全確保と行事に円滑対応
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